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　【目的】　我が国においては人口の高齢化が急速に進んでおり、高齢者が物質面のみなら

ず精神面においても充実した生活を送ることは重要な問題である。最近、一部の老人施政

で、化粧を通して情動を活性化させる試みがなされ、その効果が報告されている。本研究

では、高齢者に対する情動の活性化に対して、化粧がどのように寄与できるかについての

基礎的資料を得るために、高齢者の化粧に対する意識について調査することを目的とした。

　【方法】　杉並区に在住している健常な高齢者の女性1 90名m歳代50名、70歳代96名、

80歳代39名、不明５名）を対象として、1995年11月に質問紙面接調査法によりアンケート

調査を実施した。調査内容は化粧に対する意識（6項目、３段階尺度）、化粧する目的、
加齢による化粧行動の実態などである。調査データはクロス集計やカイニ乗検定の統計的

手法を適用し、その特徴について検討した。

　【結果】　化粧をすることに対して、約６割が「楽しい」。約８割が「気持ちが若返る」

と回答した。また、約７割が「高齢者が化粧をyすることについてまわりの反応は冷たい」

とは思わず、約9t!lが「高齢者になっても化粧は必要だ」と考えており、化粧に対する意

識は肯定的意見が過半数を占めた。しかし、加齢による化粧行動の実態は、約４割が「簡
素化した」と回答しており、化粧に対する意識と実態の間には違いが認められた。化粧す

る目的は、約8 illが「女性としての身だしなみ」と回答した。化粧に対する意識と年代と

の間でクロス集計し、カイニ乗検定を行った結果では有意差は認められず、化粧に対する

意識は年代による要因よりも個人による要因により特徴づけることができた。
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一ハワイと日本の対比一

＜目的＞高齢者女性の服装に対する考え及び着装実態の調査結果について，昨年の第4 7

回大会において報告した。今回は気候・風土の異なるハワイのホレルル在住の高齢者女性

を対象に同様の調査を実施し，昨年の日本の高齢者女性の調査結果と対比し考察した。

＜方法＞ホノルル在住の日系の高齢者女性（60歳以上の7 5名）を対象に, 19 9 5年

８月に質問紙面接法によるアンケート調査を実施した。なお昨年の調査の場合，被験者は

6 O歳以上の２００名，調査時期は8～1 0月である。調査内容は，日常着のタイプと選

択基準，服装に対する考えやおしゃれ意識などである。調査データには平均値の差の検定

数量化３類による解析などを適用し，年齢，職業の有無による違いなどをハワイと日本の
間で比較検討した。

＜結果＞ハワイの場合，日常着のタイプで多いのは上衣ではＴシャツ，ブラウス，下衣で

はズボンであり，日本の場合と比較ずるとスカートが非常に少なかった。日常着の選択基

準は，着心地のよい，着脱しやすい，洗濯しやすい，動きやすいなどの項目が上位にあげ

られ，日本女性の場合と同傾向であった。服装観やおしゃれ意識は，外出する時には必ず
化粧をする，服装を選ぶ時に年齢を意識する，身だしなみはいつもきちんとしている，外

出する時には必ず化粧をするなどが肯定的回答が高い項目であり.全体的には日本の場合

よりも肯定的に反応する項目が多かった。服装観やおしゃれ意識の反応を数量化３類で解
析した結果，おしゃれ肯定，おしゃれ中庸，おしゃれ否定のグループに特徴づけられ，こ

れらに対する年齢，職業の有無などの関係が明らかになった。
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